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【３年後の児童像・生徒像】 

自分の考えや行動について自信と誇りをもち、グロ

ーバル化する社会においても、積極的に人とコミュニ

ケーションが図れる資質・能力を身に付けている。 

 

【３年後の児童像・生徒像】 

自分の考えや行動について自信と誇りをもち、グロ

ーバル化する社会においても、積極的に人とコミュニ

ケーションが図れる資質・能力を身に付けている。 

 

 

 

（平成 30年度予算に計上）

小学校外国語活動年間授業時数 
 平成 29年度 平成 30年度 

小学校第３学年 17 時間  
 小学校第４学年 18 時間 

小学校第５、６学年 各 35 時間 各 70 時間 

 ☆小学校外国語活動年間授業時数の倍増に伴い、 

 小学校 ALT配置日数倍増！  
                              平成 29年度 平成 30年度 

小学校配置日数 230日 460 日 

 

 
☆小学校第６学年の公費受験が、全員受験に移行 

（平成 30年度予算に計上） 
小学校第６学年受験率の推移 

 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 

小学校第６学年受験率 23.4％ 47.8％ 100％（全員） 

平成 29 年度 中学校第３学年生徒の英検３級以上所持率 

53.3％ を達成！（東京都実質所持率：29.3％） 

        ＜目標＞平成 30年度以降、 
50％以上を維持 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

「福生市英語教育推進計画 ～Plan For 2020～」の一層の推進について  

 

本市では 

先行実施 

【策定の背景】 
 自国の文化理解を前提に、国際的な視野に立ち、グロ

ーバル化の進展の中で活躍できる力を育てる。 

平成 26年度ふっさっ子未来会議報告書 

「すべては ふっさっ子の未来のために」（未来提言２） 

【本市の目指す英語力】 

１ ４技能のバランスのとれた運用力 

２ 積極的に人と交流できるコミュニケーション能力 

３ 日本や福生のよさについて自分の言葉で伝えられる発信力 

 

 

 

 
 

☆各小・中学校に指導用タブレット端末を配布 
（通信費を平成 30 年度予算に計上） 

  ・各校４～５台のため、中学校英語科少人数授業にも活用 
・セルラーモデルのため、教室内でインターネット接続可能 

  （平成 30年９月以降は、小学校全教室で Wi-Fi 通信が可能） 
  ・全教室設置の大型モニター、インストール済みアプリと併せ 

て、プレゼンテーションを中心とした授業を展開 
  ・各校で作成したオリジナル教材は、ウェブ上で全校が共有 

＜授業がわかりやすいと、児童・生徒に大好評！＞ 
 
 
 

 
（１）小学校英語授業の学習指導案集「COMPASS」発行 
  ・小学校全学年、全授業の学習指導案例 

（２）市内全小中学校の授業観察の実施 
   ・新学習指導要領の視点からの指導・助言 
   ＜対象＞市内小学校全学級担任 
  ・小学校第１学年から中学校第３学年までの技能別の指標を示 

した「福生市版 CAN-DO リスト」 
  ・小学校全学年の年間指導計画例 
       市内中学校全英語科教員 
 

各 35時間 


